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　　俺の箱根駅伝（前編）
　2020 年元旦を迎え，一通り親戚回りと初詣は完了，めったにないまとまった休暇であるから，一日
一日を大切に過ごさなければならない．「はて，明日 1 月 2 日は何をしようか…そうだ，箱根駅伝を応
援に行こう」．熱い戦いを目前にすれば，今年一年分のエネルギーをいただけるのではないかとの思い
から，そのような計画をたてて 2020 年の初日を終えた．ところが 1 月 2 日の朝，不覚にもやや寝坊気
味で目覚め，お餅をほおばりながら買ったばかりの我が愛機，ロードバイク・ビアンキに飛び乗った．
自宅から駅伝が通過する国道一号線多摩川六郷大橋までは約 10 km，全速力でペダルをこぎまくったが
時既に遅し，道路には選手どころか観客も消え去り，何事も無かったように車が行き交うのみ．
　「しまった（ﾟﾛﾟ ;），でもこのまま引き下がってたまるか！」．私は即座にビアンキを全力疾走させ，
駅伝を追いかける決心をした．フルカーボンフレームにホイールはカンパニョーロ・シャマルウルト
ラ，コンポはシマノ 105，地味な国立大学教員としては思い切った投資をしたイタリア製ロードバイ
ク，「俺の愛機にかかれば駅伝野郎などあっという間にキャッチアップ！」…これが最大の誤算であっ
た．川崎⇒鶴見⇒横浜⇒戸塚中継所，2 時間近く全力疾走したが観客の影すら見当たらない．しかし道
路沿いには「箱根駅伝交通規制」の立て看板が並んでおり，確かに彼らが走った形跡がある．
　何かおかしい…その時，愛機に装着した最新鋭のサイクルコンピューター・ガーミン Edge1030 を見
て愕然とした．平均時速 17 km，平地走行は常に時速 30 km 以上で全力疾走していたにもかかわらず
このスピードでは追いつくはずがない．そう，駅伝走者は鍛え抜かれた肉体をもって 1 km 3 分（時速
20 km）の驚異的なスピードで走り続けている．しかも彼らは頻回の信号待ちやコンビニで買い食いな
どするはずもなく，いかに私が全力で愛機をとばしたとしても追いつかないはずである．
　そこで気弱に方針変更，「ちょっとコースを外れて鎌倉でも立ち寄ってやるか」．ということで，自宅
から 45 km 走行して昼過ぎに鎌倉由比ヶ浜に到着．結構足はパンパン，腹も減ったので江ノ島を眺め
ながらサンドイッチとジュースを頬張る．天気は快晴でほぼ無風，鎌倉は初詣客で溢れ大変に華やか，
当初の目標はややズレたがとりあえず気分は悪くない．気を取り直して海沿いの駅伝コース・国道 134
号線に戻る．前方遠くに聳えるは箱根の山々，まだ 50 km はある．そこに命がけの戦いが待ち受けて
いるとも知らず，私は心地よい海風を受けながら愛機・ビアンキのペダルを全力で踏むのであった．
　（…次回担当号にて後編をご披露予定，乞うご期待！）　 （田邉　稔）

●編集顧問／阿部令彦，武藤輝一，田島知郎，萩原　優，炭山嘉伸，跡見　裕
　　　　　　畠山勝義，島津元秀，宮崎　勝，桑野博行
●編集委員／瀬戸泰之，小寺泰弘，田邉　稔，遠藤　格，橋口陽二郎，絹笠祐介

©
IG
A
K
U
-S
H
O
IN
Lt
d,
20
20

2026/09/15 22:00:01




